
ミ ニ ・オ ペ レ ッ タ

も じ ゃ も じ ゃ ぼ うや

一幕二場

原作 ・川 崎 大 治

指導監修 ・中 野 正 以 先生

台本作成グループ ・会 田 洋 子

阿 部 美奈子

石 津 加代子

井 上 美 子

上 原 百合子

大 内 順 子

辱
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幕前斉唱はじまる

歌A(も じゃもじゃぼうや)

1.髪 刈ることも 顔洗うのも.レ

爪を切るのも 手を洗うのも

とても嫌いな 男の子

2.い つも真黒もじゃもじゃ頭

ぼうやにあだ名が付きました

もじゃもじゃぼうやと呼びました

第一場

歌の途中で幕が上がる

もじゃもじゃぽうやが部屋で寝ている…… 開

朝 ・もじゃもじゃぼうやが目をさますと……

歌B(逃 げて く毛布)
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登場する 人 ・物

も じゃも じゃぼ うや

しきふ

もうふ

まくら

シヤツ

ズボ ン

くつ,く つ下

モ ップ

バケ ツ

ぞ う

くまま

外,動 物たち

鳥たち,

阿P部 美奈子 作詞

井 上 美 子 作詞



ぼうや さあたいへんだ驚いた

毛布が毛布が逃げだした

お一い待って くれどこへ行 く

僕の毛布よどこへ行く

毛 布 撲いぼうやがもういやだ

汚いぼうやはたくさんだ

ぼうや さあたいへんだ驚いた

みんなが僕から逃げだ した

もじゃもじゃぼうやが窓から逃げる枕 力バ ー ・敷布 ・毛布 ・シ ャツ ・ズボン ・くつ下

を追いかける 。

もじゃ:「 待 ってよ お一 待 ってよ お一」

毛 布:「 汚い手で さわ っちゃい や一」

シ ャツ:「 逃 げろ一」

さ あたいへん,も じゃもじゃぼ うやは,あ わ てて追 いか けます 。

も じゃ:厂 待 ってよ お一J

シャツ ・毛布 ・ズ ボ ン

:厂 いやだいやだ汚 いか らいやだ」

もじゃ:「 待 ってよ お一」

枕 力バ ーと毛窃と敷布とシ ャツとズボンとくつ下 とくつが 逃げて行 くと,モ ップとバ

ケツに 出遙 う

モ ップ:「 ど うして逃 げて い くのですか」

ズボ ン:「 僕 たち も じゃもじゃぼ うやの所 か ら逃 げて来たの,あ んな汚 いのは もうた くさん」

バ ケツ:「 それ な ら私たちにまかせてよ」 一 一

モ ップとバケ ツがち ょうど追いつぴたぼうや に言 う。

バケ ツ ・モ ップ

:「 さ あさ あ私 たちがす っか りきれいに洗 ってあげよ う」

も じゃ:「 いやだ よ あ一ぼ くきれ いになんか な りた くないよ お一」

今度はぼ うやの方が逃 げだす。
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歌C(き れいにしよう)

1.き れいにするのが大好きさ

汚いものを見つけると

追いかけたくなる私たち

待 って 待て 待て つかまえろ

2.ブ ラシ 石けん みんな来 い

汚いぼうやをピカピカに

みんなできれいにしてやろう

待って 待て 待て つかまえろ

石 津 加代子 作詞

第二場

花も虫も鳥もみんなぽうやにさわられないようによける,ぼ うやは森の中へ逃げ込

む。

一 動物たち登場

もじゃ:「 象 さん僕をか くしてよ お一」

象:「 いやだぞ う一」

も じゃ:「 熊 さん僕 をか くしてよ お一」

熊:「 くま った くま った」

外,動 物達

:「 逃げろ一」

動物たちは一斉に逃げる

モ ップたち,ま たぼ うやを追いかける。

ぼ うやが しば らく逃げていると大 きな樽 を見つける。

もじゃ:「 しめた いい事を考えたぞ」

ぼ うやは樽の中へ か くれ る。

歌E(ぼ うや はどこだ)

きれ いにす るのが大好 きで

ぼ うやを追 って来 たけれど

大 内 順 子 作詞
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おや!お や!ぼ うやが見えないそ

あち こち 捜 して おお さわぎ

モ ップたち樽へ近づ く

バ ケツ:「 あ っ 見つけた!!あ の 樽の 中にい るぞ」

みんな はそ う一と樽の中へ近づいて い く

も じゃ:「 もう追いかけて 来 ないかな あ一」

バ ケツ:「 し一っ 静かに」

もじゃ:「 あ一 あ 心配だな あ一」

歌F(や っ とぼ うやをつか まえた)会 田 洋 子 作詞

1.も じゃも じゃぼ うやが 消え ちゃ った

どこだ どこだ ぼ うや はどこだ

あ一見つ けたよ あの樽だ

1.2.3.1.2.3.で 近 づ いた

2.ぼ うやがか くれた その樽 に

や っぱ り ぼ うやが か くれてた

さあつかまえた 洗 いま しょう

ジャブジャブきれいに 洗 ったよ

モ ップ:「 みんな ぼ うや を洗え」

バケ ツたち

:「 よ しきた」

ごし ごし ごし ごし みんなでぼ うやを洗 う

もじゃ:「 や っや っやめて くれ 一 きれいにな るの は いやだ っ一」

バケツ:「 ほ うら どん どん きれいにな ってい くそ 」

み るみ るうちに,き れいにな って い く

ぼ うやは,自 分 を見てび っくりす る

も じゃ:厂 あ っ何だか 気持がす っき りした」

モ ップた ち

:厂 ぼ うや ほ うらきれいにな った じゃない」

もじゃ:「 うん 僕 か らだ洗 うの大 好きになったよ」
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モ ップたち

:「 よか った よかつた」

歌G(き れ いに しま しょ) 上 原 百合子 作詞

1.お 爪 をぱちぱ ち 切 りま した

髪の毛ち ょきち ょき 刈 りま した

か らだを ジャブジ ャブ 洗 った ら

ほ ら きれ いで しょ きれいで しょ

2.も じ ゃもじゃぼ うや も最後に は

こんなにきれいにな りま した

みんな仲 良 く 踊 りま しょ

ラララン ラララン ランラララン

あそびま した。

踊 ってい るうちに……

幕

〔寸 評 〕

ことしは,全 グループ(4グ ループ)中,童 話などの既成名作と現代作品が半々であった。

台本の出来具合は大体良好で,甲 乙をつけ難かったが,後 者め中 「もじゃもじゃぼうや」

を選出 した。現代作品を採りあげるのは久 しぶ りであるし,こ の作品はスケールも手頃で

あるし,内 容もおもしろい。動きも多く,男 児向きであるのも良い。お遊戯会,発 表拿の

素材としてばか りでなく,平 素の領域関連保育(健 康,言 語,音 楽〉用教材としても活用

出来る点も大きな長所である。

台本 も手際よく構成されているし,セ リフやうたもリズミックであって良い。蓋し,労 作

といえよう。(中 野正以)
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